
様式２

高等学校 印

「総合的な学習の時間」の名称

「総合的な学習の時
間」委員会の計画立
案に従い、総学係が
まとめて、担任を中心
に2学年団で行う。

「総合的な学習の時
間」委員会の計画立
案に従い、総学係が
まとめて、担任を中心
に3学年団で行う。

他者と協同したり、地域の
人々と積極的に交流した
りしている。
課題発見、課題解決の方
法を探究している。
コミュニケーション能力の
向上を図っている。

他者と協同したり、地域の
人々と積極的に交流した
りしている。
希望進路に関する情報収
集や判断を行い、進路決
定のために計画的に行動
している。

３
学
年

進路に向けて自己理
解をはかり、現状を知
り、課題発見・問題解
決の方法を探究する
力を養う。また、就業
体験を通して勤労観
を育む。

１．地域を愛するとともに、積極的に地域社会に貢献する力を養う。
２．探究することを通して課題発見・課題解決能力の基礎となる思考力、判断力、実践力等を育み、知的好奇心や学習意欲の向
上を図り、様々なことを主体的に選択できる資質を養う。
３．就業体験を通して勤労観・職業感等を育み、仕事やそれにつながる進路先を考えた積極的な進路選択の態度を養う。

総合的な学習の時間の目標

担任を中心とした学年団
による指導。

１
学
年

２
学
年

地域・郷土愛
地域行事
（海神祭）へ
の参加

進路探究

就業体験

地域行事
（海神祭）へ
の参加

進路探究

社会人教育

地域・郷土愛

主体性

総学担当によるオリエン
テーション・事前指導・当
日指導等。

インターンシップ担当によ
る指導。

2学年担当教諭が、目標
に基づいて総合的に評価
する。

総学担当によるオリエン
テーション・事前指導・当
日指導等。

3学年担当教諭が、目標
に基づいて総合的に評価
する。

担任を中心とした学年団
による指導。
進路指導部と連携した指
導。

平成31年度「総合的な学習の時間」全体計画

指導体制 指導方法 評価規準 評価の方法

学校教育目標

①自ら学び、考え、行動する生徒の育成とともに地域発展に寄与する人材の育成
②
③
④

学習テーマ

「総合的な学習の時間」の位置づけ等

毎週水曜日5校時

総学

・自ら学び、思考し、判断できる生徒

・地域を愛し、地域に貢献する生徒

・広く深く社会を見つめ、自らの夢の実現に努力する生徒

・身体を鍛え、責任ある行動がとれる生徒

沖縄県立

育成したい生徒像 生徒の実態

・生徒同士は学年を越えて仲が良く、協
力し合って行事等を成功させることがで
きる。また、地域は学校の教育活動に理
解があり、多方面で協力し、学校行事だ
けでなく様々な場面で生徒の教育に深
く関わっている。

大宮　廣子校長

記載者 大城　武也

伊良部

模擬面接等で自己表現力などのスキル
アップを図り、進路決定へと結びつけ
る。

具体的な手立て・学習活動資質・能力目標

テーブルマナー、消費者教育
進学・就職における社会人としての資
質能力の深化・統合を図る。

海神祭の歴史を学びつつ、爬龍船競
漕に参加する等の地域を盛り上げる活
動を積極的に行う。

自己理解、長所や短所を知り、自分を
見つめ、社会を知る事を通して、将来
の進路につなげる。

マナー講座等で就業意識を高めた後
に、三日間の就業体験を行い、その後
お礼状を作成する。

海神祭の歴史を学びつつ、爬龍船競
漕に参加する等の地域を盛り上げる活
動を積極的に行う。これまでの探究的学

習で身に付けた力や
考え方を生かし、進
路決定に必用な努力
を主体的に行う力を
育む。

自主性

主体性

自主性


